
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日
㈫
～

十
七
日
㈰
、
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
両

会
場
に
於
い
て
、
第
六
十
三
回
公
募

東
海
書
道
藝
術
院
展
が
開
催
さ
れ

た
。
十
二
日
午
前
十
時
、
第
一
会

場
・
県
美
ギ
ャ
ラ
リ
ー
八
階
で
恒
例

の
開
場
式
。
療
養
中
の
豆
子
名
誉
会

長
不
在
で
寂
し
い
が
、
役
員
・
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
日
を
迎
え

た
。
尾
関
陶
山
副
理
事
長
進
行
で
、

始
め
に
風
岡
五
城
会
長
挨
拶
。
そ
の

後
、
加
藤
宏
幸
中
日
新
聞
社
名
古
屋

本
社
事
業
局
長
を
お
迎
え
し
て
、
幹

部
と
大
賞
受
賞
・
大
場
映
翠
氏
に
よ

る
恒
例
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
雰
囲
気
も
高
ま
る
。
展
示
総
数

七
百
八
十
四
点
、
今
展
は
あ
い
ち
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
伴
う
会
場
の
事
情

で
、
院
人
以
上
の
作
品
寸
法
が
細
く

な
り
例
年
よ
り
展
示
の
ス
ケ
ー
ル
感

は
後
退
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家

が
制
約
の
内
に
、
よ
り
質
の
高
い
表

現
を
目
指
し
た
。

　

午
後
、
例
年
通
り
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
プ
ラ
ザ
に
て
催
さ
れ
た
授
賞
式

と
祝
賀
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
褒
賞
部
・

渡
辺
静
流
、
渡
辺
清
香
両
常
任
理
事

が
進
行
を
担
当
。
入
賞
者
二
百
二

名
、
授
賞
式
出
席
者
は
百
五
名
。
受

賞
者
の
緊
張
の
裡
に
も
晴
れ
や
か
な

表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

祝
賀
会
は
来
賓
二
十
七
名
、
会
員

二
百
三
十
二
名
の
出
席
。
東
書
藝
会

員
が
最
も
ほ
っ
と
し
て
和
や
か
な
気

分
に
浸
れ
る
時
間
だ
。
来
賓
祝
辞
、

来
賓
紹
介
、
乾
杯
と
ス
ム
ー
ズ
な
進

行
で
賑
や
か
な
歓
談
の
中
、
上
位
受

賞
者
の
披
露
な
ど
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
褒
賞
部
は
じ
め

各
部
先
生
方
の
奮
闘
に
深
謝
。
ま

た
、
県
美
会
場
へ
の
入
場
者
数
が

二
千
二
百
八
十
八
人
、
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
会
場
は
二
千
四
百
三
十
六
人
。

延
べ
四
千
七
百
二
十
四
人
で
昨
年
よ

り
七
十
四
人
の
微
増
で
健
闘
。
最
終

日
に
は
大
村
知
事
が
来
場
さ
れ
、
風

岡
会
長
、
久
野
副
会
長
と
一
緒
に
に

こ
や
か
な
表
情
で
ご
覧
に
な
っ
た
。
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第
63
回
　
東
海
書
道
藝
術
院
展
作
品
抄
録

名
誉
会
長
　
豆
子
甲
水
之

愛
知
県
知
事
・
名
誉
会
長
　
大
　
村
　
秀
　
章

　
副
会
長
　
安

藤

清

舟

会　長
風 岡 五 城

　
常
任
参
事
　
今

井

麦

苑

理
事
長
　
木

村

大

澤

　
副
会
長
　
久

野

北

崖

常
任
参
事
　
水

谷

紅

楓

常
任
参
事
　
西

尾

邑

城
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〈
上
位
受
賞
者
の
作
品
〉

会
員
の
部
　
知
事
賞
　
　
淺　

井　

阿
由
美

会
員
の
部
　
準
大
賞
　
　
伊　

藤　

春　

草

会
員
の
部
　
大
賞
　
　
大　

場　

英　

翠

会
員
の
部
　
領
事
館
賞
　
菅　

野　

香　

楓

会
員
の
部
　
県
教
委
賞
　
廣　

江　

蘭　

秀

会
員
の
部
　
市
教
委
賞
　
水　

谷　

彩　

月

会
員
の
部
　
中
日
賞
　
鈴　

木　

晨　

風

会
員
の
部
　
中
日
賞
　
髙　

木　

玲　

泉

会
員
の
部
　
東
書
藝
賞
　
林　
　
　

由　

晶
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風
岡
五
城
会
長

①
小
島
芳
泉

　

�

甲
骨
文
字
を
素
材
と
し
、
書
線
も

結
体
も
自
在
に
変
化
さ
せ
て
一
家

の
風
を
成
す
。
抜
群
の
安
定
感
で

落
ち
着
く
。

②
坂　

正
歩

　

�

印
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、

そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
書
も
い
い
。

共
に
独
自
の
風
格
を
示
し
、
構
成

も
巧
み
で
あ
る
。

③
伊
藤　

南
邨　
　

④
佐
野　

小
徑

⑤
堀
田　

清
苑　
　

⑥
梶　
　

蘇
山

⑦
伊
藤
美
ど
り

安
藤
清
舟
副
会
長

①
中
村　

清
葉

　

�

心
地
良
い
線
条
に
和
の
美
し
さ
を

表
現
。
気
負
い
な
く
書
い
て
い
て

充
実
感
の
あ
る
作
。

②
磯
部　

麗
光

　

�

運
筆
自
在
で
練
度
よ
く
渇
筆
の
妙

味
が
生
き
た
作
。

③
伊
藤　

南
邨　
　

④
市
野　

心
蘭

⑤
菅
沼　

松
峯　
　

⑥
松
井　

恵
仙

⑦
尾
崎　

清
華

久
野
北
崖
副
会
長

①
佐
野　

小
徑

　

�

呉
蘭
雪
詩
。
巧
み
な
筆
捌
き
で
脈

絡
も
良
く
、
躍
動
し
て
お
り
筆
勢

筆
力
こ
も
る
線
条
で
練
達
の
作
。

②
石
丸　

琇
湖

　

�

常
建
詩
。
文
字
の
大
小
の
調
和
も

程
良
く
素
直
で
気
負
い
や
衒
い
の

な
い
線
条
で
纏
め
て
お
り
、
安
定

感
の
有
る
作
。

③
堀
田　

清
苑　
　

④
古
川　

露
風

⑤
橋
口　

腎
岑　
　

⑥
裏
川　

紫
翠

⑦
藤
枝　

静
香

今
井
麦
苑
常
任
参
事

①
野
口　

桂
風

　

�

篆
書
を
基
に
、
字
形
、
線
質
、
構

成
な
ど
工
夫
さ
れ
独
自
な
作
品
感

が
伝
わ
り
ま
す
。

②
大
竹　

翠
葉

　

�

自
詠
詩
の
作
品
を
今
ま
で
に
も
発

表
さ
れ
て
憧
れ
て
い
ま
す
。

　

�

無
理
の
な
い
安
定
し
た
格
調
あ
る

作
品
。

③
栗
部　

紅
樹　
　

④
松
田　

真
香

⑤
杉
原　

和
香　
　

⑥
納
堂　

玲
泉

⑦
安
藤　

花
影

水
谷
紅
楓
常
任
参
事

①
竹
田　

清
章

　

�

勢
い
の
あ
る
大
胆
な
運
筆
で
、

悠
々
と
三
行
を
ま
と
め
上
げ
た

堂
々
た
る
書
作
。

②
花
井　

萃
川

　

�

一
気
呵
成
の
連
綿
は
、
筆
よ
く
動

き
、
力
む
こ
と
無
く
、
ゆ
る
ぎ
な

い
快
作
。

③
好
田　

小
沙　
　

④
市
野　

心
蘭

⑤
菅
沼　

松
峯　
　

⑥
小
川　

若
紫

⑦
中
村　

清
葉

西
尾
邑
城
常
任
参
事

①
石
山　

荷
心

　

�

二
字
書
の
老
子
の
言
葉
。
小
字
の

数
の
纏
め
方
の
墨
色
、
粗
密
、
太

細
の
空
間
の
美
し
さ
見
事
。

②
村
瀬　

美
帆

　

�

三
行
書
き
の
行
草
作
品
。
じ
っ
く

り
と
紙
に
く
い
入
る
深
い
線
質
、

空
間
、
行
間
の
美
し
さ
は
観
る
者

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

③
藤
井　

佳
香　
　

④
竹
内　

一
逕

⑤
佐
野　

小
徑　
　

⑥
八
木　

一
華

⑦
大
西　

紫
蓉

木
村
大
澤
理
事
長

①
小
島　

芳
泉

　

�

変
化
多
彩
な
線
で
立
体
感
を
演
出

し
た
甲
骨
文
。
特
に
渇
筆
に
味
が

あ
り
、
筆
さ
ば
き
の
妙
が
魅
力
の

作
品
で
あ
る
。

②
伊
藤　

南
邨

　

�

重
厚
な
書
線
と
絶
妙
に
変
化
す
る

字
形
は
流
石
の
逸
品
。
運
筆
の
リ

ズ
ム
も
心
地
よ
い
。
充
実
の
作
で

あ
る
。

③
小
川　

若
紫　
　

④
水
谷　

紫
舟

⑤
赤
堀　

翠
柳　
　

⑥
堀
田　

清
苑

⑦
八
木　

一
華

東
書
藝
幹
部
に
よ
る

第
六
十
三
回
展
　
私
の
選
ん
だ
こ
の
作
品

幹
部
の
七
名
の
先
生
方
に
、
賞
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
院
人
（
常
任
理
事
以
上

の
役
員
を
除
く
）
の
中
か
ら
、
ご
自
分
の
社
中
以
外
で
こ
れ
は
と
思
う
秀
作
を

七
点
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の
方
々
の
お
名
前
と
、
内
二
作
品
の
講
評
お
よ

び
作
品
写
真
を
紹
介
す
る
。
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中

村

清

葉

磯

部

麗

光

佐

野

小

徑

石
丸
　
琇
湖

野

口

桂

風

大

竹

翠

葉

竹

田

清

章

小

島

芳

泉

花

井

萃

川

伊

藤

南

邨

堀

田

清

苑

村

瀬

美

帆
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梶
　

蘇

山

伊
藤
美
ど
り

松

井

恵

仙

尾

崎

清

華

市

野

心

蘭

菅

沼

松

峯

橋

口

腎

岑

古

川

露

風

松

田

真

香

裏

川

紫

翠

藤

枝

静

香

栗

部

紅

樹
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納

堂

玲

泉

赤

堀

翠

柳

安

藤

花

影

杉

原

和

香

好

田

小

沙

小

川

若

紫

水

谷

紫

舟

八

木

一

華

藤

井

佳

香

大

西

紫

蓉

坂 　 　 正 歩

竹 内 一 逕

石 山 荷 心


